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連合平和行動（沖縄・広島・長崎）連合平和行動（沖縄・広島・長崎）連合平和行動（沖縄・広島・長崎）

１．連合2019平和ナガサキ集会
　長崎県立総合体育館・メインアリーナにおいて、
「連合2019平和ナガサキ集会」を連合主催、原水禁・
KAKKIN共催、また後援として多くの団体（行政・大
学・平和団体、ＮＰＯ法人等）の賛同のもと開催し、
全国より約3,300名が集いました。
　連合長崎 宮﨑辰弥会長から核兵器廃絶の想いを
込めた開会あいさつの後、連合 神津会長は主催者
代表あいさつとして、世界の核軍縮を進めていく上
で、世界で唯一の核兵器被爆国・日本が核兵器の廃
絶に向けた世論形成に果たすべき役割は極めて大
きい。その中でも、私たち労働組合や本日ご参加の
平和団体の皆様が、国際的な運動をけん引していか
なければならないと訴えました。また来賓として、
長崎県中村法道知事、長崎市田上富久市長、国際労
働組合総連合（ITUC）アユーバ・ワバ会長からそれ
ぞれご挨拶をいただきました。
　引き続き、連合広島代表団より「ピースメッセー
ジ」、ナガサキ・ユース代表団と高校生平和大使より
それぞれの立場での報告と決意表明がありました。

ナガサキ集会

平和行動in長崎（8月8日～9日）平和行動in長崎（8月8日～9日）平和行動in長崎（8月8日～9日）
平和の泉清掃（７月27日）～語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で　核兵器廃絶と恒久平和を実現しよう～

平和行動in広島（8月４日～６日）

平和行動in沖縄（６月23日～25日）

万灯作成（７月28日）

　その後、平和四行動の象徴であるピースフラッグ
を、連合長崎宮﨑会長より、連合北海道藤森政治セ
ンター幹事長へリレーし、平和の思いを根室へ繋ぎ
ました。
　「平和ナガサキ集会」終了後は、「2020年核兵器不
拡散条約（NPT）再検討会議に向けたシンポジウム
を開催し、冒頭、神津会長の主催者あいさつから始
まり、外務省今西課長から来年開催される核兵器不
拡散条約運用検討会議の準備委員会等の報告、長崎
平和推進協会継承部会の奥村アヤ子さんより「被爆
者の訴え」、その後、「核をめぐる最近の国際情勢」と
題して、長崎大学核兵器廃絶研究センターの吉田文
彦センター長からの講演がありました。
　最後に連合山本副事務局長から「決意表明」をい
ただき、「For the Peace of World」の合唱で核兵器
廃絶1000万署名に向けてのキックオフ集会を閉会
しました。

２．ピース・ウォーク
　長崎地協役員の案内のもと、原爆落下中心地公
園・平和公園内の８箇所のモニュメント・碑巡りを
行いました。各モニュメントでは、連合長崎青年委
員会・女性委員会メンバーによる「ピースガイド」が
説明を行いました。
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連合平和行動（沖縄・広島・長崎）

３．万灯流し
　原爆殉難者慰霊奉賛会、城山連合自治会など地域
の団体と連携し、原爆犠牲者の冥福を祈り「万灯流
し」を行いました。全国から参加した組合員・家族等
が万灯に平和へのメッセージを書き込み、浦上川に
流しました。

１）参加者　連合長崎より14人
　　（うちキャラバン隊5人）
　　長崎地協 奥正幸（全労金）
２）内　容　
　⑴ピースウォーク
　⑵連合2019平和ヒロシマ集会
　⑶「平和の鐘」打鐘式

平和行動in長崎（8月8日～9日）
平和の泉清掃（７月27日）平和の泉清掃（７月27日）平和の泉清掃（７月27日）

平和行動in広島（8月４日～６日）平和行動in広島（8月４日～６日）平和行動in広島（8月４日～６日）
「核兵器廃絶」と「世界の恒久平和」の実現を求めて

平和行動in沖縄（６月23日～25日）

万灯作成（７月28日）万灯作成（７月28日）万灯作成（７月28日）
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連合平和行動（沖縄・広島・長崎）

　沖縄県は6月23日を太平洋戦争における沖縄戦の終結した日として、慰霊の日に制定しています。この慰
霊の日にあわせ、連合は6月23日～ 25日に「2019平和行動in沖縄」を開催し、連合長崎から25名、うち長崎地
協より1名（堀江信也副議長）が参加しました。
○2019平和オキナワ集会
　第1部では「他国地位協定調査について」の演題で沖縄県職員の島袋秀樹さんから、日本と他国との地位
協定の比較調査報告を受けました。第2部の平和式典では、主催者挨拶のあと、平和メッセージをはじめ、連
合広島へのピースリレー、平和アピールが行われました。

○「米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の抜本
的な見直し」を求める行動
　沖縄県庁前で開催された集会に参加、引き続き、
国際通りを牧志公園までデモ行進を行いました。

○フィールドワーク
　南部戦跡フィールドワークとして、旧海軍司令部
壕、平和祈念公園（摩文仁の丘）、ひめゆりの塔等を
巡りました。

平和行動in長崎（8月8日～9日）
平和の泉清掃（７月27日）

平和行動in広島（8月４日～６日）

平和行動in沖縄（６月23日～25日）平和行動in沖縄（６月23日～25日）平和行動in沖縄（６月23日～25日）
～語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で恒久平和の実現を～

万灯作成（７月28日）
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　連合長崎地協・長崎地区労・同盟友愛連絡会・
中連懇話会の労働四団体で構成する長崎地区メー
デー実行委員会は、４月27日（土）、出島ワーフ横三
角広場で第90回長崎地区メーデーを開催し、3,000人
を超える仲間が結集しました。
　メーデー式典では、冒頭、酒井隆実行委員長（連
合長崎地協議長）が主催者あいさつとして３点につい
て触れ、
▼2019春季生活闘争について「中小企業が地域経済
を支えていることは明らかであり、そこで働く労働者
の労働条件の向上、人材の確保・育成が働く者の
モチベーションを上げ、企業の好循環を生み、結果
的に日本経済の発展に繋がるものである。今春闘
においても、月例賃金の引き上げにこだわり、賃上
げの流れを継続・定着させることを主眼に置いて取
り組んでおり、未組織労働者や非正規労働者への
波及も含めた取り組みを展開している。各組織引き
続き粘り強く交渉を続け、「働く者の生活向上」に向
け、しっかりと結果を出していく。」
▼被災地復興支援について「熊本地震から３年、東日
本大震災から８年が経過し、復旧作業は急速に進
んでいるものの、今もまだ多くの方々が避難生活を
余儀なくされている。現在も帰還者は少なく、人口
流出が進む中、復興・創生には程遠い状況であり、
まだまだ各方面からの強力な支援が必要である。時
間が経ち、風化することがないよう、今後も引き続
き出来ることを粘り強く行っていきますので、皆様の

ご協力をお願いする。」
▼政治活動への取り組みについて、「自民党１強体制の
中で、閣僚の失言、文書偽造や隠ぺい、統計不正
問題など行政を私物化し、国民不在・国民無視の
政治が行われ、日本の、国民の不幸に繋がること
は明らかである。これに待ったをかけるには、我々
の代表を国政・県政・市政・町政の場へ送り出す
しかない。統一地方選も終わり、７月の参議院議員
選挙は、我々の暮らしや仕事、平和にとって重要な
意味を持つ、絶対に負けられない戦いである。」

と述べ、震災からの復旧・復興支援と、春闘・政治
活動へ取り組みについて訴えました。
　続いて、来賓あいさつとして、連合長崎 宮﨑会長、
国民民主党県総支部 西岡代表代行、社民党県連合 
坂本幹事長、立憲民主党県連合 赤木副代表、長崎
県 中村知事、長崎市 田上市長より祝辞を賜りました。
　メインスローガンには『すべての働く者の連帯で自由
で平和な世界と希望のもてる安心で豊かな社会をつく
ろう！』を、サブスローガンには７項目を採択、また特別
決議として『地場・中小組合春闘支援』『核兵器廃絶と
恒久平和』『第25回参議院議員選挙必勝決議』を採択
しました。
　最後に『メーデー宣言』を連合長崎青年委員会久保
田副委員長が読み上げ採択し、酒井実行委員長のガ
ンバロウ三唱で、諸課題に対して労働者が一致団結し
て取り組むことを確認しました。 

フードドライブ

第90回長崎地区メーデーに約3,000人が結集！第90回長崎地区メーデーに約3,000人が結集！第90回長崎地区メーデーに約3,000人が結集！
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フードドライブフードドライブフードドライブ

〈サブスローガン〉
１．すべての職場に労働組合をつくり、働くものの生活と権利を守るため発言力を高めよう！

２．2019春季生活闘争の勝利と長崎県の最低賃金を引上げ、暮らしの底上げ、格差是正を実現しよう！

３．労働者保護ルール改悪阻止と、社会保障制度の確立を求めよう！ 

４．被災地の復旧・復興に向け、全国の仲間と連携した取り組みを継続・強化しよう！

５．日本国憲法の基調である「国民主権、基本的人権の尊重、平和主義」をふまえ、我が国の平和的発展
をめざそう！

６．世界の恒久平和と軍縮をめざし、あらゆる国の核実験に反対すると共に、核兵器の廃絶をめざそう！ 

７．働く者・生活者の視点に立った政治の実現に向け、参議院議員選挙に完全勝利しよう！

すべての働く者の連帯で、自由で平和な世界と
希望のもてる安心で豊な社会をつくろう！
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第90回長崎地区メーデーに約3,000人が結集！
メインスローガン

　今年も、例年に引き続き会場内にて「特定非営利活動法人 
昴 長崎フードバンクシステムズ」と連携し、フードドライブの
取り組みを実施しました。
　フードドライブとは、家庭などに眠っており賞味期限が切
れていない食品を持ちより、支援を必要としている人たちに
届ける活動です。
　ご協力いただいたみなさま、大変ありがとうございました！
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　６月16日（日）毎年恒例の福岡ヤフオクドームでの「プ
ロ野球観戦ツアー」を開催しました。県内各地協から
総勢240名が参加し、うち長崎地協からは、長崎市か
らバス３台（84名）、西海市からバス1台（40名）、計
124名が参加しました。

福岡ソフトバンクホークス  ＶＳ  横浜ＤｅＮＡ

プロ野球観戦ツアー

　連合長崎では、アジア・アフリカで飢餓に苦しむ人
たちを救済するため、96年秋から連合長崎・各地協を
通じた「ひとにぎり運動」と「カンパ運動」を実施、97年
５月から休耕田を利用した取り組みを県下各地で行っ
ています。こうした支援田での米の収穫と、構成組織
組合員からのカンパによる米の追加購入により米を海
外に輸送しており、今年１月にも連合長崎から3,010kg
（うち長崎地協で収穫分180kg）をカンボジア他へ発送

いたしました。また、今回から長崎県内の子ども食堂
（5か所）と長崎フードバンクシステムズにも寄贈しました。
今年も24年目の継続的な活動として、6月9日（日）に
支援田（長崎市西海町）による田植えを行い、組合員
や家族41名（大人30名、子ども11名）が参加しました。
　また10月には稲刈りを行いますので、多くのご参加
をお待ちしています。

　今年支援米を送った「くっくま孤児院」より、お米が届
いたとの報告がありました。この「くっくま孤児院」は、
2016年８月に県労福協視察研修で訪問しましたが、日
本人のスタッフが運営をしており、子どもたち30人が生活
しています。子どもたちは、田植えや稲刈りの写真を見
ながら、お米と私たちの想いをしっかりと受けとってくれ
ました。

「アジア・アフリカ支援米」田植えを実施
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2019春季生活闘争解決促進地場組合支援交流会2019春季生活闘争解決促進地場組合支援交流会2019春季生活闘争解決促進地場組合支援交流会
　５月31日（金）ホテルニュー長崎において、構成
組織・単組の組合員と地協役員等、47名が参加し
「2019春季生活闘争解決促進地場組合支援交流会」
を開催しました。この交流会は、春季生活闘争に
おいて地場・中小労組の激励・支援や長崎地協構
成組合相互の情報共有・交流を目的に例年開催し
ています。

　はじめに主催者を代表し長崎地協 酒井議長（長
崎地協春季生活闘争本部長）が挨拶を行い、「大手に
ついてはすでに一定の成果を引き出しているが、
中小においてはまだ納得のいく回答を得られてい
ないというところが多い。経営側は業績について
は一時金で反映したいという考えであるが、私た
ちの安定した生活のためにはベースアップという
賃金の増額が最も重要である。今後も引き続き粘
り強く交渉を続け、結果を引き出していきたい」と
述べました。
　続いて、長崎地協宮本事務局長より「2019春闘連
合長崎地協の取り組み」として、長崎地協の取り組
み報告、『底上げ・底支え』『格差是正』をめざした取
り組みにより、昨年実績を上回る回答を確認、そ

して、大手と中小組合との回答額のかい離を縮小
することができた。と述べました。

　引き続き、連合長崎地場中小状況報告として、
2019春闘の交渉・回答状況について連合長崎古川
副事務局長より、また産別・単組からの報告として、
長崎電気軌道労組の東副執行委員長、運輸労連・
日通長崎運輸労組の田平執行委員長よりそれぞれ
報告を受けました。

　集会終了後には交流会を開催し、参加者は交流
を深めながら、情報交換を行いました。
　最後に長崎地協・堀江副議長の「団結がんばろう」
で最後まで闘い抜くことを確認し、交流会を締め
くりました。 

長崎地協　酒井議長あいさつ

連合長崎　古川副事務局長

長崎電気軌道労組　東副委員長 日通長崎運輸労組　田平委員長
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琉球國祭り太鼓のみなさんとのエイサー １等を獲得した県労福協  三根さん

連合長崎地協　　　　　　　 共催長崎地区労福協

　8月2日（金）、連合長崎地協・長崎地区労福協の共催による「納涼ビアパーティー」をＡＮＡクラウンプラザホテ
ルにて開催、組合員やご家族・退職者・事業団体など134名の方にご参加いただきました。パーティーでは、ア
トラクションとして、ここ数年恒例になっています「琉球國祭り太鼓」によるエイサーを披露いただき、参加者のみな
さんも一緒になって盛り上がりました。さらに、抽選会などを交え、参加者は歓談をしながら交流を深めていました。

納涼ビアパーティー

　５月16日（木）、長崎市総合防災訓練が長崎市総合
運動公園運動広場で開催され、長崎地協から２名が参
加しました。訓練では、長崎市社会福祉協議会が実施
したボランティアセンター設置・運営訓練に参加し、災害
が起こった時に設置するボランティアセンターの受付から
マッチングまでの流れについて、センター運営およびボラ
ンティア参加者の立場でシミュレーションを行いました。
　災害は、いつ・どこで発生するかわかりません。長崎
地協としても、社会福祉協議会や行政などと連携し、万
が一災害が発生した際に円滑に対応できる体制の強化
をはかります。

万が一の災害に備える！万が一の災害に備える！万が一の災害に備える！

第２5回参議院議員選挙第２5回参議院議員選挙第２5回参議院議員選挙 ご支援ありがとうございました！
　長崎県選挙区「白川あゆみ」氏は、終盤戦に追い上げ相手候補にあと１歩のところまで迫ったものの、
約３万票の差で自民党現職に惜敗し、議席奪還はなりませんでした。しかし、長崎市・長与町においては、
自民候補を上回る票を獲得することができました。これも長崎地協構成組織のみなさまの最後までの粘
り強いご支援の賜物であります。
　また比例区においては、連合推薦候補者10名のうち８名が当選することができました。全国的に投票
率が48.8％と過去２番目の低さでありながら、各組織での取り組みについては、ある一定の評価が得られ
たと思います。
　みなさまのご支援・ご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。
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